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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、成熟顆粒球およびB細胞に発現し、これらの細胞への増殖および分化シグナルを調節するシアロ糖タンパク質をコードしています。前駆体タンパク質は32アミノ酸からなる短い成熟ペプチドに切断され、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）結合を介して細胞表面に固定されます。この遺伝子は以前のゲノムアセンブリでは欠落していましたが、6番染色体に正しく配置されています。転写されない偽遺伝子は、1番染色体、15番染色体、20番染色体、およびY染色体上に指定されています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年4月]、疾患：CD24の遺伝的変異は多発性硬化症感受性（MS）に関与している [MIM:126200]。 MSは、特に脳の脳室周囲領域における局所的な脱髄プラークの漸進的な蓄積を特徴とする神経変性疾患です。末梢神経は影響を受けません。通常、20代または30代で発症し、長期間にわたって断続的に進行します。原因はまだ不明です。,機能：B細胞活性化応答を調節します。シグナル伝達は、レクチン様リガンドがCD24糖鎖に結合することで誘発され、GPIアンカー由来のセカンドメッセンジャーの放出によって伝達されます。B細胞のAG依存性増殖を促進し、抗体産生細胞への最終分化を阻害します。,誘導：初代B細胞が抗体産生細胞への分化を誘導されると、発現は消失します。,PTM：広範囲にO型グリコシル化されています。,類似性：CD24ファミリーに属します。,サブユニット：細胞タイプ特異的にLYNおよびFGRと相互作用します。小細胞癌細胞株ではFRGに、赤白血病細胞株K562およびバーキットリンパ腫ではLYNに結合する。,組織特異性：B細胞。P32/SHやNawalwaを含む多くのB細胞株で発現する。赤白血病細胞株および小細胞肺癌細胞株で発現する。また、T細胞の表面にも発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

